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資料 C 

CC  

                           
                               2021 年 5 月 25 日                                                                                                                                                                                                                                                                                                                          

                                                                                                                                                                                                             

２０２０年度 決算概要 

 

ソニー学園の決算数字の詳細は、２０２０年度計算書類に記載しているが、 

以下、決算の概要について説明する。 

 

学校法人会計について 

 

学校法人会計における主な財務諸表は、下記の３つの計算書類である。 

 

● 資金収支計算書 ・・・ 計算書類（資料 B     1～3 頁） 

企業会計のキャッシュフロー計算書に近いもので、当年度の学校法人の活

動に付随する全ての資金の動きの内容を明らかにすることを目的としてい

る。 

 

● 事業活動収支計算書 ・・・ 計算書類（資料 B     10～12 頁） 

企業会計の損益計算書に相当し、学校法人の当年度の事業活動収支の状況

を明らかにすることを目的としている。 

事業活動を①教育活動収支、②教育活動外収支、③特別収支の３つの活動

区分で構成している。 

企業会計と異なる点は、企業会計の損益計算書にはない「基本金組入額」

が表示されている点である。これは、学校経営を永続的に遂行していくこと

を前提に、必要な資産（土地、建物、機器備品、図書等）を継続的に保持す

るために必要な金額を示している。 

 

● 貸借対照表 ・・・・・ 計算書類 (資料 B    15～17 頁） 

企業会計の貸借対照表に近いもので、学校法人の当年度末の財政状態、す

なわち保有する資産と負っている債務の状態を表示している。 
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以下、事業活動収支計算書より、順を追って決算の概要を説明する。 

 

（１）事業活動収支計算書 

   事業活動収支は、①教育活動収支、②教育活動外収支、③特別収支の３

つの活動区分で構成され、各活動区分の収支差額の合計となる基本金組入

前当年度収支差額を計上したうえで、前年度からの繰越収支差額と当年度

の基本金組入額・基本金取崩額を調整し、翌年度繰越収支差額を計上してい

る。 

① 教育活動収支 

    教育活動収入は、学生生徒等納付金、及び私立大学退職金財団交付金

の増加等により、予算比１０百万円増の１４億８７百万円となった。同

支出は新型コロナウイルス禍のなか、本学独自の修学支援給付金５０百

万円の特別支出対応を行ったが、全学的費用節減活動によりその原資を

賄い、さらに人件費１９百万円減少などにより、予算比２７百万円減少

の１４億６１百万円となった。その結果、教育活動収支差額は、２０１６

年度から５年連続収入超過（黒字）の２６百万円を計上した。 

② 教育活動外収支 

    マイナス金利政策が継続される中、債券投資の受取利息・配当金は予

算比２百万円増加の９０百万円の収入超過（黒字）を計上した。 

③ 特別収支 

特別収入は、情報機器整備費補助金２百万円を計上し、特別支出は図書

館の不要視聴覚資料（VHS テープなど）や不要図書などの除籍により２０百万

円の支出、その結果１８百万円の支出超過（赤字）となった。 

 

上記①＋②＋③により、基本金組入前当年度収支差額は、９８百万円の収

入超過となり、２０１３年度から８期連続の収入超過（黒字）を達成した。 

この基本金組入前当年度収支差額に前年度繰越収支差額７億３８百万円

と基本金取崩額１１百万円を加算し、当年度基本金組入額１０百万円を控除

した結果、最終的に翌年度繰越収支差額は、８億３７百万円を計上した。 
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下記表は事業活動収支を予算と実績を対比させたものである。また、収入・

支出の内訳については、円グラフで表示した。なお、括弧内の数値は予算比の

増減を示している。 

 

2020予算 2020実績 差額

学生生徒等納付金 1,257 1,266 ▲ 9
経常費等補助金 190 185 5
その他 30 36 ▲ 6

① 教育活動収入 1,477 1,487 ▲ 10
人件費 792 773 19
経費 545 537 8
減価償却費等 151 151 0

② 教育活動支出 1,488 1,461 27
③＝①－ ② 教育活動収支 ▲ 11 26 ▲ 37

④ 教育活動外収支 88 90 ▲ 2
⑤＝③＋④ 経常収支 77 116 ▲ 39

⑥ 特別収入 0 2 ▲ 2
⑦ 特別支出 20 20 0

⑧＝⑥－⑦ 特別収支 ▲ 20 ▲ 18 ▲ 2
予備費 2 2

⑨＝⑤＋⑧ 基本金組入前収支 55 98 ▲ 43
⑩ 基本金組入額 ▲ 10 ▲ 10 0

⑪＝⑨＋⑩ 当年度収支 45 88 ▲ 43
⑫ 前年度繰越収支 778 738 40
⑬ 基本金取崩額 26 11 15

⑭＝⑪＋⑫＋⑬ 翌年度繰越収支 849 837 12  

 

 

学納金

１８５

１,２６６

教育活動支出

１,４８７

人件費

７７３

教研費（＋１０）
（＋９）

教育活動収入

１,４６１

３８４

減価償却等

１５１
補助金

その他

３６

（＋５）
管理費

１５３

（±０）

（▲２）

（▲４）

（▲２７） （▲１９）

（▲６）

 

 

（単位：百万円） 

（単位：百万円） 

（ ）：予算比増減 

入学検定料   １５ 

特別寄付金   １０ 

退職財団交付金 ５ 
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（２）貸借対照表 

２０２０年度末の総資産は１０８億１２百万円で、前年比７３百万円の 

増加となった。一方、純資産（資産総額－負債総額）は９９億１７百万円で、

前年比９８百万円の増加となる。 

   資産・負債・基本金等の当年度末と前年度末の比較による主な増減要因は 

以下の通りである。 

 

＜資 産 の 部＞                              

◆有形固定資産 

（当年度末２７億４６百万円 前年度末２８億５４百万円 １億８百万円減少）     

新規に取得した資産として５７百万円を計上したが、図書資産の処分

及び既存資産の減価償却が進んだことで資産残高は減少した。 

新規に取得した主な資産は以下の通りである。 

 

〇建物                    （総額  ３８百万円） 

７号館２階女子トイレ改修工事           １３百万円 

４号館４７１教室・和室エアコン工事        １０百万円 

４号館４６２教室改修工事                ６百万円 

１号館１２７・１２８・１２９教室エアコン工事    ４百万円 

 ６号館イベントホールエアコン工事          ２百万円 

〇教研・管理備品                             （総額  １６百万円） 

３号館３２２教室AV改善工事                ３百万円 

３号館３４１教室AV改善工事              ３百万円 

５号館キャンパスレストラン備品             ３百万円 

１号館１４１教室AV改善工事                ２百万円 

〇図 書                  （総額   ３百万円） 

 

◆特定資産 

（当年度末３８億５９百万円 前年度末３８億４２百万円 １７百万円増加） 

〇第２号基本金引当特定資産 

（当年度末２０百万円 前年度末１０百万円 １０百万円増加） 

将来取得する設備・備品の取得にあてる為の引当である。 

〇退職給与引当特定資産 

（当年度末４億３９百万円 前年度末４億３２百万円 ７百万円増加） 

退職給与引当金要支給額の増加によるものである。 
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◆その他の固定資産 

（当年度末３０億２７百万円 前年度末３３億５８百万円 ３億３１百万円減少） 

〇有価証券（長期） 

（当年度末３０億８百万円 前年度末３３億３３百万円 ３億２５百万円減少） 

新規購入を６億円実施し、３億円の早期償還。本年度末時点で 1 年以

内に満期を迎える債券６億８百万円を短期有価証券に振替えた。 

 

（※）長/短期の有価証券と特定資産へ割当てた有価証券を合計した総額は、

前年度末で７３億円、当年度末で７５億円となり２億円の増加とな

った。 

   

◆流動資産 

（当年度末１１億８０百万円 前年度末６億８５百万円 ４億９５百万円増加） 

〇有価証券（短期） 

（当年度末６億８百円 前年度末１億円 ５億８百万円増加） 

満期償還による１億円減少に対し、長期有価証券の項で説明した短期

有価証券への振替６億８百万円増加により差引５億８百万円の増加と

なった。 

〇未収入金 

（当年度末９百万円 前年度末３３百万円 ２４百万円減少） 

退職者に係る退職金財団からの交付金のうち、未収となっている金額 

の減少である。 

 

＜負債の部＞ 

◆固定負債 

（当年度末４億３９百万円 前年度末４億３２百万円 ７百万円増加） 

〇退職給与引当金 

（当年度末４億３９百万円 前年度末４億３２百万円 ７百万円増加） 

退職給与引当金要支給額の増加である。 

 

◆流動負債 

（当年度末４億５６百万円 前年度末４億８８百万円 ３２百万円減少） 

〇未払金 

（当年度末６３百万円 前年度末８４百万円 ２１百万円減少） 

取引先への支払（3月末は未払金、4月末支払）減少である。 
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〇前受金 

（当年度末３億８７百万円 前年度末３億９４百万円 ７百万円減少） 

新入生から受領した学納金で、修学支援新制度により入金のタイミン

グが２０２１年度にずれ込んだことによる減少である。 

 

＜純資産の部＞  

◆第 1 号基本金 

（当年度末６４億５３百万円 前年度末６４億６４百万円 １１百万円減少） 

新規取得資産の組入額以上に、資産除却による取崩額が発生した。 

◆第２号基本金 

（当年度末２０百万円 前年度末１０百万円 １０百万円増加） 

将来取得する設備・備品への基本金組入れである。 

 

◆翌年度繰越収支差額 

（当年度末８億３７百万円 前年度末７億３８百万円 ９９百万円増加） 

事業活動収支計算書の項を参照。 

 

総資産、負債及び純資産の内訳は以下の通りである。なお、括弧内数値は

当年度末と前年度末の比較による増減を示している。 

固定資産 9,632 (▲ 422) 負債の部 895 (▲ 25)

439 (＋ 7）

456 (▲ 32）

2,746 (▲108） 純資産の部 9,917 (+ 98)

3,859 (＋ 17） 6,453 (▲ 11）

20 (+ 10）

2,500 (±0）

3,027 (▲331） 107 (±0）

流動資産 1,180 (+ 495)

837 (+ 99）

資産の部合計 負債及び純資産の部合計

10,812 (+ 73) 10,812 (+ 73)

特定資産 第１号基本金

（単位：百万円）

固定負債

流動負債

有形固定資産

第２号基本金

第３号基本金

その他の固定資産 第４号基本金

　　　　翌年度繰越収支差額
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（３）資金収支計算書 

本年度の資金収入の総額は２９億４８百万円、資金支出の総額は２９億

３２百万円で、収支は１６百万円の収入超過となり、その結果、翌年度繰

越支払資金は、５億４８百万円となった。 

以下、収入の部と支出の部に分け、予算比で増減要因の説明をする。 

 

収入の部 : 総収入は予算比２７百万円減少の２９億４８百万円で、主要因

は、預り金受入収入２６百万円減少である。 

 

支出の部 : 総支出は予算比１億４１百万円増加の２９億３２百万円で、主

要因は、有価証券購入支出２億１６百万円増加である。 

 

資金収入調整勘定  ▲ 404 資金支出調整勘定 ▲  81
　　　期末未収入金     ▲   11 　　　期末未払金     ▲ 62

　　　前期末前受金    ▲  393 　　　前期末前払金   　▲ 19

（単位：百万円）

前年度繰越支払資金

資金収入 資金支出

2,948

翌年度繰越支払資金

資金収入 資金支出

学納金

収入

資産売却

収入

前受金

収入

補助金収入

受取利息・

配当金収入 その他

収入

1,266

1,149

90

188

272

資産運用

支出

765

人件費

支出

教研費

支出

管理費

支出

施設･設備

関係支出
その他

支出

384

57

153

305

548

1,349

532

387

2,932

3,352
▲404

2,948

3,013
▲81

2,932

（+141）

（+15）

（+9） （▲1）

（+214）

（▲278）

（+33）

（+1）

（▲2）

（▲61）

（▲110）

（▲27）

（▲15）

（▲6）

（▲17）

（▲6）

 

（ ）：予算比増減 
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（４）資金の運用状況 

① 有価証券の保有状況 

２０２０年度末の有価証券保有高は７５億円で、前年度末比２億円増加

した。償還４銘柄７億円に対する入替を含め、７銘柄９億円を購入した。 

なお、保有有価証券７５億円のうち３９億円は特定資産（退職給与引当、

減価償却引当、第２・第３号基本金引当）として引当を行っており、残る

３６億円（短期で６億円、長期で３０億円）を有価証券として貸借対照表

に表示している。 

 

② 有価証券の購入と売却・償還 

有価証券の購入は債券を７銘柄９億円、償還は早期償還３銘柄 3 億円、

満期償還１銘柄 4 億円、合計４銘柄７億円となり差引き２億円の残高増加

となった。 

 

③  受取利息・有価証券売却差額 

受取利息収入は９０百万円であり、年平均利回りは １．２％であった。 

 

以上 

 


